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南大東島における甘煮煩虫類 の被害

状況とその防除対策について

平 良 治 男
(大栄糖発株式会社)

Ⅰ は A= め に

Ir此の分けつは他付後大体2-3ケ月で全分けつの70

%以上が出現し､その中の30%カ,'有効茎 として頻り､そ

の他の分けつは殆んど瀬効等 となる｡従 って敢蔓の蝉収

憎Jjnをはかるためには甘舵の生育初期における分けつの

促過とその蜘制に適当な方法を3距じて一定数の有効茎を

雌保することが必密である｡しかしながら有効茎が分け

つする嶋仙のけ此幼〝‖こは蝦虫の発生が多く蝦虫被掛 こ

よる柿死農が多く見受けられる｡そのために蝦虫は古 く

からけIWの乃繋fH虫として恐れられ､本島においては年

恨々附(I)な発Jkをなしnつ畑々大発生をなして庶茎丑減

収の火さな畷凶をなしていることは周知の印実である｡

小向で一･:に朔生 しているFr爪 の 蜘 虫 矧 ま朗･色 蝦 虫

Eucesma亀Ch如 aceama と紫鰯虫 Seamiainferensで

あるが｢j如虫 Scもpephaganivellaも4-5月頃鰐蛾灯

でみられるが岨軸での被紬 ま舛んど怪められない｡従っ

て作皿船山と呼ばれているのはhb色蝦虫と紫蝦虫の総称

であるが､本島においてはこの二功が甘.p..の生育状態に

よって発生密度がちが うという特異な現象がみられる｡

即ち発芽したばかりの甘鮮助笛では哉色蝦虫による被害

が95･75クわで紫蚊虫の被晋は4.25%であるのに対し､原

料茎になると紫煩虫による被宮が 90.77知斉色 蝦 虫 の

被留が9.23知となっている｡このように甘舵の生育状態

によって両者の発生呼皮が異なるのは食性上の相速によ

るものであるのか､或は､生態的な遊いによるものであ

るかは明らかでない｡

本村･Jtでは生育初期に発生が多い鉛色蝦虫を壬 体 と し

て､これまで行なった蝦虫の発生状況と被辞状況の調 査

鮮児を鵜にして帝人瀬島に於けるi慨 蝶虫類の防除対鞭

について検討を加えて見たO

梢､被啓調態の遂行に当っては南大東島駐在､出超改

良冊及貝玉城侶止氏の御協力を得た｡叉､原稿の整掛 こ

あたっては琉段銭仲座栄坪氏の御指導を仰いだ'｡ここに

JE!して感謝の志を表するO

工 璃 主 の 方 法

1)心枯調査 .'東成むEは､1964-65年期原料の夏航甘

照について1964年1月16日-18日に亘 って調査した｡調

査方法は､任志に選んだ全島の各館園で一秒 こつき3ヶ

所10疎 く但し面積の広狭により多少増減した)で珠当り

の絵本敬とそのうちの心枯数を調査 し被害株率と被等茎

率を井出しその節蝦における被晋程度 とした｡

2)産卵調査 :本調査は1%3-64年期原料の春櫨 と19

64-56年朋原料の夏胞について心枯発生が目立ってきた

頃から開始した｡まず､月末に一概当 り10株を燕園の中

央で選び傑当りの絵本敬 とそのうちの心枯敬を調査 した

あと､母茎を主に蝦虫の産卵絵敬とそのうちの寄生卵敬

を調査して天敵寄生率を罪出した｡

1 鈷果および考察

1)被昏状況

甘肝の植付時朋は本調査成約を考祭するのに必要なの

でJR初に-推 して第1表に表示した｡

第 1糞 甘茶の脇付時胸 と梅付面概

甘庶の帖付時期は雨豊の分布､労力の多少などによっ

て決められるから､その年により異なるが､上表による

と木島では大体9月～10月の晩旭 となっている｡

また本島において甘鮮蝶虫額の発生が季節的には何月

頃が多いかについて参考までに示すと第 2表の通 りであ

る｡
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第2表南大東島における甘庶煤虫の心枯消長
3射4月l5月l6月

(註)当社の業務報!Lltl(1963)による

即ち･本島においては第 2衷か らも解るように螺虫は年

中発生.しているが時期的には11月-1月と4月-6月に

発生が多い｡しか し蝶虫の発生は甘庶の生育状態や植付

時期によっても興 り､一般には早的が悦鰍 こ比して被寮

が大きい といわれている｡

ところで1964-65年朋原料の夏旭は適度な降両 と噸冬

第 3丑 蝦 虫 塀 の被 軍 調 査 成 紺

部 落 別 l箱 別調査株数
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鰐 3丑によれば暇虫の被留 (心肺基準)が崩 も多いの

は旧鋸区 (下)の34.68%で崩 も少ないのは北区(上).

旧鵬区 (上)の0%で平均14.67%となっている｡しかし

発生鮮度 (被宙晩翠)か らみると政敵 ま旧脆区 (下)価

gL4臥 位艦は北区 (上)､旧庶区(上)のo鉛.平均56.49

35

輿変がともなって分けつ もすこぶるlFE盛で順調な生育,杏

示したが､一万11月頃か ら蝶虫の発生が目立って多くな

り12月-1剛 こかけて磁拓に達 し･た｡そこで蝦虫による

被割 犬軋を知るために心枯調香を行なったのでその結果

を示すと節 3表の通 りであるO

調･j賢趨 本数 心 紙 数
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被 軍基準 植 付 燭

%であるから概観的ほは敏郎が ノくさいよう旺 見見るが

炎際にはIE.5側程度の扱粥となりでいる℡次に熱碓肌

#別にみると披題の胞も多いのはIn狐区解下の24.66%.

出も少ないのは地区浦上a)7.49%,平均14.67%で此は

の発生の少ないa)が削ごつT.Jけで列は概 して大 腰 は な
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い｡文机付月別による被苫状況を示すと次表の通 りであ

る｡

節 4表 的付朋別による披講状況
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郡4必 こよると肌付月別による蝦虫の被掛 ま8月椴が

-･儒多く 17.29%で次に9月～10月帆と拭いているが､

8JL gTl､10Jl肌の間では概して大きな発はみられな

い巾7月抑 こ扱門が少ないのはET+く有効分けつ茎に遷し

たからであ り､IlrJ机の少ないのは､まだ発耕したばか

r)で Il●爪が如虫の山も如む状他に適してないか らで あ

る｡こ0)ように如山の沌/巨は1htIJ.の/巨帯状態によって迎

うので･･株､l川 のLJIけつJC激と心枯沌/巨の鵬係について

1.ttt･めてみると耶SRの止 りで あるO

A-6 表 前 年 度 と の 比 較

第 5 表 一株当 りmL::茎本数と心枯敬の関係

第5表によると株当り分けつ敬 1本のところが煩虫の

被雷が少なく､ 2本以上になると心枯率の間に顕著な関
係がみられない｡ このことは心椿の分布密度には場所に

よって著しい差のないということがいえる｡換言すれば

本島における蝶虫の被晋は各派園を通じて一様に分布し

ていることを意味している｡

以上が1%4年 1月現在における螺虫の被事状況である

が先に述べたように今年は概観的に煩虫発生が多いとみ

られているが､果して如何なるものであるか ､ そ こで

1960年度 と1963年度の調奄成鎚と比較してみると次の通

りである｡

(ni)1960年の成約は長山氏､1963年の成約は業務報告による｡

第6RIこよれば1964年の蝦虫による被雷茎率は1960

年1963年の両年度よりも50%樫皮少なくなっているにも

拘わらず心柿の分布密度 (被寄株寧)においては殆んど

差がないので発生が多いように見受けられる｡それと採

当り分けつ数をみた秘合前年度より約2倍も多くなって

いるので､.新局はこの分けつ本数の産が蝦虫被晋の多少

に関係しているものとみられる｡

2)天敵の発生状況

太良における甘雌蝶虫軒の主な天敵には卵に寄生する

赤限卵蜂 TricogTammaauStralicum と幼虫に寄生す

るズイムVサムライコマエバチ Apantelesflwripesが

存するが､この申赤限卵蜂が寄生率 も高 く天敵として有

望である｡

高橋氏によると赤限卵蜂の発生消長 (寄生率)は較虫

の産卵が多 くなるとそれに伴って赤限卵蜂の寄生率も多

くなるといわれる｡即ち亦限卵蜂は煩虫の産卵がある限

り年中その発生がみられるわけであるが本島における発

生状況として示すと次の通 りである｡
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第7表南大東島における天敵寄生状況

令

(註)同一団塊における讃査成捺であるが甘庶が生長す引こつれて識童が固執こなったので較次点宜昧激を

減じたので螺虫の総卵数が少なくなっている｡

第 7表によると太良においては赤限卵蜂の寄生率は相

当点 く､ しか も較虫の産卵消長によって亦阻却蜂も増減

するよ うな横内がみ られる｡次に 濁 蛍 に おいて天敵によ

第 8 蛮 煩虫凝啓と 天 敵 寄 生 との関係

る蝦虫発生抑制状況を戯点してみた｡その路恥 ま薮8寂

に示した｡

上髭から解るように天敵の寄生串が掛 ､と必ずしも鯖

虫の懲背が少ないとは限らない｡しかしTLがらこの天敵

による田嬢的な防除効米は明らかでないが,切掛 こわけ

る煩虫の棲息密正のa故fJ増加に対する抑制には'充分投

立っていろことと想われる｡

大敵は村山を血相とするためにお出の脚減に作って犬

鰍 も増減するものであるから､必剤敵仰 こよって':他 を

収誠すること仏 -jf大敵が血糊ポ鬼J;e>ナこし次郡に城
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少す る もの である｡従ってこの槌な場合には同時に天助

の 人 工 政 綱 を行なって減少した天敵の密度を増加せしめ

ると天敵の効果 も助長され有効にな･,てくると思 わ れ

る｡

3)蝦虫発生の原因

蝦虫の防腐対取をたてるには先ず発生の原歯を知る必

澱があるので､これについて考えてみたい｡本島では甘

此蝦虫は1年魯迅して庶伝削こ発生しその発生が崩も多い

時朋は11月と1月4月6月であることは班に述べたが,

1†此蝦虫掛 ま主として伊雌に依存して生活しており､し
か もこのWm:は1年に1度は必ず製糖原料に供されるか
ら此叢内に食入している蝦虫は典に工場において圧殺さ
れるので蝦虫の多くは1年に1度は必ず死の運命にある

わけである｡それにも拘わらず年々偵性的に発生するの

は如LpJなるEB由によるものであるか､飯島氏によると次

の-.っに変的される｡

i)lrlLfl:脚の収機が7GTしない中に新此園の漉増が初

法り､新日日J4'1Ⅵ潤 が小曲旬のまま交紳輔鴨することが少

なくとも必ケ川 こ及ぶためにIn此別に加留緊地中のもの

が処如血である新派l糾こ移赦してきて幣稚しその後の雅

か 9 & 心 柵 駆 除 の 効 果 樫 皮

帆.lll川:･洲 ＼

昭和11年朋

研和12年胸

昭和13年期

生加晋の根源となる｡

2)既lこ蝦虫が潜伏 している庶宙をそのまま縫付けた

場合にそれ等の幼虫が庶苗の発芽すると共に幼甘党に移

動して繁殖しその後の発生加賓の根苛となる｡

特に一つの耗茎で蝶番に利用される箇所には清色較虫

が巌も多 く潜入加宰することが解っているので注意すべ

きである｡しか も煩虫は1年の申少 くとも数世代を繰返

すのでその駆協を一個歯難にしている｡従って今後はこ

の二つに韮点をおいた煤虫防除対瀬をしなければならな

い｡
4)防除対鞭

i)庶歯の鞍選を実行すること,聴宙によって伝播す

ることは班に述べた通 りで調整の際切口の赤変している

場合は蝶虫の食入としていることが多いので注意するこ

と｡

2)心緒茎を切 り取って処分すること､螺虫の駆除法

として古 くから行なわれているがその効果程度に関する

成掛 まあまりみられないので参考までに示すと第 9糞の

通 りである｡

町

(.}Lti)松 本 氏 に よ る

上盤で解るように年を綴 る に従い煩虫の被留程度は次

前に減少しておF)明らかに駆 腺の効果を示している｡そ

こで心枯駆除で虫も効束をあ げるには旋園を絶えず巡祝

して横をみては労力の許す限り少くとも1ケ月に2回以

上心枯廃除をすることが必襲であるが､そのためには次

の二つに注超しなければならない｡

(イ)噂1臥 心緒はふつう舷付鹸50-60日経過すれば発

Jiするのでその時胸をはずさず開始すること｡大体早け

れば早い稗効果があがるので特に蝶虫の心肺内に於ける

潜伏鰍 ま地瞭附近であるため心緒駆除の韮点を培土前に

おくこと｡蝦虫は年中発生しているが特に斡包板虫は1

月2月t掛ま低温のため発育は制限され心材発生は一時お

さえられるので､これまでに允分心楢駆除を行なえばそ

の後の発生を減少させることが出来る｡従来の心枯雑除

の併行は心格が相当数に逮してから行なうという消極的

な方法であったが今酸は心枯発生の初脚 こ施行して多発

生を未然に防ぐことが大切である｡

(ロ) 方法､能率やけ舵に及ぼす杉瞥等より考えること

心緒切裂法がよい｡これはまず心枯の新旧をみわけて後

古い心枯は多 くは不在虫であるか らこれは枯れた心.頚･'の

みを放 きとり新しい心楢につ き茎紫を切開 き聯伏虫をね

じり穀すか､その*の虫を摘出して殺す｡なおこの際切

取った心枯茎は1ヶ所にまとめて焼払うか土中にうめる

なりして適宜処理すること｡

3)適期轍付を行なうこと｡夏櫨の植付適期は7月8

月である｡この頃に轍付けると初版生育が早いので煩虫

の発生よりも甘庶の生育が旺盛なためにある程度の被害

は回避できるので有効である｡また肥培管理を充分に行
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な うことも同様である｡被専調香に際しても手入れのよ

い ところは煩虫被串の少ないことは明らかだった｡

4)厄燕園と旧庶園の間に植付しないこと｡原因の項

で述べたように原料米園に隣接しているところは常に成

虫が飛来移動して繁殖し次の発生源となるか ら小面前の

組 付 は こ れを避けるべ きである｡もしそうい う所に岨付

る 助 合 は 1 町 以 上 に することが望ましい｡そしてこの隣

接 地 帯 は 厳 重 に 監 祝 し て 心緒駆除か典剤防除の徹雌を計

る こ とが 大 切 で あ る ｡ ま た こ のような地帯の原料は出来

るだけ早 く収 横 す るよ うに し て 成 虫の飛来を不可能にす

る こ と も 必 要 で あ る ｡

5 ) 薬 剤 防 除 を 行 な う こ と ｡ 止範囲にわたって南接そ

の 昔 を 防 ぐ た め に は 薬 剤 防 除 が瓜も普通である｡しかし

蝦 虫 は 甘 兜 の 全 生 育 朋 闇 を 通 じ て成虫が発生し､被宮が

認 め ら れ る故 ､ 完 全 防 除 を 行 な うためには絶えず薬剤き

ん ぷ を し なけ れ ば な ら な い ｡ と ころが突際には経済的効

果 も 問 題 とな り 防 除 適 朋 に 処 理 することが必要で､本島

の よ う な 煩虫の 発 生 が 著 し い と こ ろでは甘庶の生育から

第 10表 典 剤 に よ る 煩 虫防除効兇

処 理

池 之 沢 区

北 は

7

.4■

1

5

3

5

1

1

ュ

⊥

"1 火 l去 1.742

耐 Lg

平 均

568.I

9
053
刀

850

発
数

90つ一

順

一_

0 270

::: I 157:

1.64

仙
適

みて分けつの初朋に韮点をお くのが畏ましい｡使用曲熊

については既に甜壌試験 (金城良守 ｢甘蹄蝦虫類の防除

典典試験｣酪農棚 会報辞 7号1963)か らも明らかな様に

デ ブプレテ ックス乳剤 (SO知) とエンドリン乳剤 (19.5

形)が有効であるがその処理時脳は

(Jf) 新地の場合発芽始め頃か らヂ ッブテレックス乳剤

まX)増油かエン ドiIy乳剤400).li･油をきんぷし発芽前まで

に10日お きに計 6回処理 して完全に食入肪Lbすること｡

回 株出の勘合収樺酸枯典をかた付けたら根切りと同

時に発芽しているものにきんぷしその後発芽机まで正点

的に防除する｡

以上の様にするのが位も理想的であるが実際には労力
や肥培管理等のこともあり､なかなか娼池が難かしく時
朋を失しているのが哲通である｡ミ槌刑による防除効果に
ついては今更伸すまでもないが現在鉄男改良普及員と協
力して行な っている如虫防除展示団があるので､これま
での防除 状 況を参考までにあげると次の通りである｡

軸

率
巌
株

措
敬

64■49

膏

ヤ l虻の舶示脚投出にあたっては的潤的に処矧禍始が過

か っ1=に も拘らず上｡如こよると轍卦な効娘が加われてい

るので今後は曲別防除を小心とLl:蜘出帆除にjEさを如

くのがよいと魁う｡

6)犬徹を作&利用すること.非剤によるyJ一除のみlこ

た .tらず大赦を人工Al-g背して激浪との組合せによる防除

は鰯 虫の先生衡唖を抑制するに九分fJる効LLLも肌綿でき

るか ･ち飼育畠にわける人工岬姉を行なって:'i:l抑(.)fこ相島J

- の放網をしてその伴&Fこ弛めることも大切である｡

7)その他そのほか蝦虫類の加il岨物である禾本村N

等 (ススキ､)が丑年の発fE掠となろこともあるので.

それ等の処理 もおろそかに出架ない｡

Ⅳ 蛸 蟹

以上-持i'大tR由に放けろ甘虻域虫顎の屯'ly状況とそ0)ド;JJ'

0

24.16

42.α)

9.49
J

調 叔木酢
1.152

1.452

1.631

437

知 処 BJl は
両軒空音摺胤摘7馳

3012.07

297 17.97

290
270

170

50

58

15

135

JIB

28.12
5.56

79.58

82.76

32.82

船舶卿こついて蚊班を)'･IBべたがIかこ水仙帆とうなt川!u)

過.rr･が1ifjわれでいるところではln=卜如山,抑止印 憎々/l三

lrtJ/f兄JLをなして,これのJiはす形坪はJlllこ収川が&Rろ

ばかr)でなく,JJ樹蛸の乃/iやか姐などa)助かこ折糾しや

すいTj;咽 ともなt)､出にふ脱硝にかかると鮎JirIiとのブ

9./クス/Fju,'4-8皮もらがい魁鮒)Jj相のIle下J:Cさたす

ことrJ.招九ると蜘山IV]跡が此rH二いかに)は出FJYIBであ

ろかがBI!桝できると心う｡

従.,,て-brlblこねいてはfF･絶この即山肌掛を 1湖 とした

矧#出払'伶力対をm化 してこれがyJ除にJJJtを捌すべき

でみろ｡
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